
議
案
第
百
号

三

朝

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

次

の

と

お

り

三

朝

町

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

蒜

を

改

正

す

る

こ

と

に

つ

い

て

'

地

方

自

治

法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
票
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
蒜
の
規
定
に
よ
り
,
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

三
朝
町
長

安

　

　

　

田

真

　

一

　

郎

平
成
五
年
十
二
月
二
十
日平

成
喜
捨
書
式
捨
冒
原
案
可
決
･

三
的
町
観
各
級
長
西
村
武
津
具



三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
二
十
八
年
三
朝
町
条
例
第
二
十
五
号
)
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
｡

第
九
条
第
三
項
中
｢
千
円
｣
を
｢
二
千
円
｣
に
改
め
､
同
条
に
次
の
蒜
を
加
え
る
.

4
扶
養
親
族
た
る
子
の
う
ち
に
満
十
五
に
適
す
紅
獣
最
臥
富
禦
紅
を
一
芸
嵐
に
連
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
盲
ま
で
あ
間
{
以
下
轟
定
期
讐
卓
い
桑
d
t
)
'
東
溝
鬼
子
が
い
る
場
合
に
お
け
る
扶
養
手
当

せ
y

云
月
額
は
､
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
千
円
に
特
定
期
間
に
あ
る
当
該
扶
養
親
族
た
る
子
の
数
を
乗
じ
て
得
た

額
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
｡

第
十
条
第
這
第
毒
中
｢
と
し
て
の
｣
を
｢
た
る
｣
に
改
め
,
同
項
第
二
号
中
｢
と
し
て
の
｣
を
｢
た
る
｣
に
改

め
,
｢
場
合
｣
の
下
に
｢
(
前
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
扶
養
親
族
が
'
満
二
十
二
歳
に
連
し
た
日
＼
】

以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
盲
の
経
過
に
よ
り
,
扶
養
親
族
た
る
要
件
を
欠
-
に
至
っ
た
場
合
を
除
-
0
)
｣
を
加
え
'

同
条
第
二
項
中
｢
に
つ
S
t
J
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た
し
を
｢
が
扶
養
親
族
た
る
要
件
を
欠
-
に
至
っ

/

た
｣
に
改
め
,
同
条
第
三
項
中
｢
に
つ
い
て
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
又
は
｣
を
｢
が
扶
養
親
族
た

る
要
件
を
欠
-
に
至
っ
た
場
合
,
.
-
改
め
,
-
第
四
号
に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
｣
の
下
に
｢
又
は
職
員
の
扶

㌔

養
親
族
た
る
子
で
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
の
･
つ
ち
特
定
期
間
に
あ
る
子
で
な
か
っ
た
者
が
特
定
期
間
に

T

　

　

　

　

　

.

:

]

&

　

　

　

　

t

u



あ
る
子
と
な
っ
た
場
合
｣
を
加
え
る
｡

第
十
条
の
二
第
二
項
第
妄
口
中
｢
嘉
五
千
円
1
を
二
万
六
千
円
｣
に
改
め
る
｡

第
十
表
の
二
第
二
項
中
｢
嘉
八
千
円
｣
を
｢
二
万
九
千
円
｣
に
改
め
る
｡

こ
,
｢
の
百
分
の
百
二
十
五
｣
を
｢
に
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
次
に

第
十
三
条
中
｢
を
こ
え
て
｣
を
｢
外
に
｣
-

掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
め
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
割

合
｣
に
,
｢
百
分
の
百
五
十
)
｣
を
｢
そ
の
割
合
に
-
の
二
十
五
を
加
算
し
た
割
合
)
を
乗
じ
て
得
た
額
｣
に
改
め
'

同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
｡

1
　
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
(
次
条
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
中
義
務
し
た
職
員
に
休
日

勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
を
除
-
0
)
に
お
け
る
勤
務

二
　
前
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
勤
務

第
十
四
条
第
二
項
申
｢
の
百
分
の
百
二
十
五
｣
を
｢
に
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
宝
十
ま
で
の
範
囲
内
で
規

則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
｣
に
改
め
る
｡

竿
九
条
第
二
項
申
言
分
の
五
十
吾
を
言
分
の
-
｣
雪
言
分
の
二
-
｣
を
言
分
の
二
百
｣
に
改

め
る
｡第

二
十
妄
第
二
項
中
｢
第
九
粂
第
三
項
｣
の
下
に
･
r
及
び
第
四
項
｣
を
加
え
､
同
条
第
三
項
中
｢
莞
条
第
三

項
｣
の
下
に
｢
及
び
第
四
項
｣
を
加
え
､
｢
五
十
五
万
七
千
円
｣
を
孟
十
六
万
八
千
円
｣
に
改
め
る
｡



別　表　精　一

(イ)行政義治料表(第三集関係)　　　　　　　　　　　　　　　衰

別

-職務-の扱 ���ﾂ�2紘 �9hr�4-級 店��｢ﾈ鍮Cb闍R�途ﾈﾆ��5ﾘ怦ﾈ隗｢�畠.~扱 剄ﾟ 

･.L.卓-捨■~. 做Y{�鞏ｧ��給料月耕 从ｹ{��2���{｢��s偵#���拾料月頼~ 俾�{�ﾈ��8��� � 

円 209,.500 �&�4｢�&��#Cbﾂ%&���鈔�#cBﾃ����#s2薀��#�"ﾃ励���#�"貳��6�ﾃi$��S3���#���3#������33��.�����3C�ﾃs���3S�ﾃS���3c�ﾃ#���3c咾c����3sゅs���円 285.300 294.900 304,700 314.900 325,100 335,200 3､45.300 355.4~00 365,500 375.600 】3■85.700 ‡三 剞� 

1 ���円 

2し ��3�#s���164,900~ ��コﾃ����2_17,408 �#2絣ﾃ���#SBﾃ����#C2ﾃs��#c2經���劔 

3 ��3B纉���171,~500 ����ﾃC���~225,506 劔凾､ に 

4 ��3偵3���178,400 ��途繝���234,000 �#S"ﾃ���#s"�#�r�#c�粤3��#�������#h�3�ｪXﾋ�/�"�#sb繝��#唐ﾃ����

5 ��Fb�#���~184.000 �#�B薀��ﾂ�242.600 劔刮� 

6 ��C偵����188,700! �#�"ﾃ3���250.900 劔凾ﾟ る 0 

7 ��SR緜���193.400 �#�津y$��259.060_ 

､8 ��c��3���198.ODD �##bﾃ����267.0叫 �#コ�����308.100 317,L40町 327.100 337.000 346,800 

9 �&田Rﾄt��202.300 �#32�#���274,900 �#�2ﾃ#�B�

10 ��c停ﾃ�����･206,600 �#3偵8*���282,800 宝3��經���

ll ��s�ﾃ����2日,000 �#CRﾃ3���290,660 �3�津s���

12 ��sB綛�"�215,3.00 �#S������298,3OO �3�rﾃs����

13 ��sr�����219.600 �#SbﾅD��305.800 �3#Rﾃs���356.5tlO 

ll ��s陳v､��_222.-900 粘#c"ﾃ����313,3け0333.400 �365..rlOO �3ッﾈ.���3�2ﾃ����C��ﾈ示��C�bﾃ����C��舩��C�R緜��� 鼎�Rﾃ3�$｢�ｹﾘ���"�C3偵����CCｳｹ&��CS�ﾃ����

15 ����ﾃC���I.226.008 �#cr�����320.loo �33偵s�dﾃ3sB紊���� 

-16 ���2�����.229∴laO �#s"�����326,500 �3CRﾃc���331.300 � 

17 ��-232,208 �#sbﾃc���331.200 �3S�ﾃ����387,goo � 

18､ ��-235,loo �#��ﾃS���335,400 �3SV�3���392,500 僮 

19 ��237,loo �#ィﾉ�ﾄ2�339.盲前T �3S津D��397.000 

2q �� �#ビﾃ����342.580 宝3c2�#���401.500 鼎#������C#2ﾃ����� 
-ド- 21 22 �� �#ヲ繝���l345.400 蔦3cb經���405.900 � 

I �#�"ﾃS��ﾂ�l 348,200 �3c津����410,000 姪C#rﾃc��� ��

295,200 �3S��#���373,200 鼎�2縒ﾔD�� �� 23 を4 25 �� 

297,700 �3SB�3���376,500 鼎�r�3��� �� 

Silo,200 �3Srﾃ#���379.300 �� �� 

26 �� �3�"粤c���360,000 �2ﾓ�"����� �� ��

305,000 �3c"ﾃC��� 27 ��

28 �� �3�r紊���3�偵����364,800 ��

29′ ��

30 �� �3�"ﾃ���� �� �� ��

31 ��l �3�Bﾃ3��� �� �� ��

32 �� �3�bﾃS���� 辻� �� ��



(ロ)　医療我給料康(第三粂関係)

■叔務の敬 袷 � 售�騎��#｢ⅸｸ咤���

･絵料月額■ 凵｡-給料月額 � 

1 � �#ィﾄﾄ�貭��3#�ﾃC��冷���

2 � �#迭ﾃ�����32�2ﾃ3������

3 � �3�rﾃS���售3CRﾃC�����
~4 � �3�津3����3Srﾃc�����

5 � �33��������3c津c�����

6 剴3C2ﾃ�����3��ﾂ�.v����

■7 � �3SR貳��ｲ��3釘ﾃ���ﾕ��

■8 9 � �3crﾃ����や�鼎�bﾃ����

379,loo �419,300 

10 � �3��ﾒﾃC���鼎3�經���

ll � 鼎�"ﾃS��ﾒ�鼎C2ﾃS���

｢2 � 鼎�2ﾃ����鼎SR������
13 � 鼎#2ﾃ���ﾒ�鼎ccｳc���

14 � 鼎3"ﾃ����CC"ﾃs����鼎srﾃ����

489,100 ~15 ･16 17. 一首~ 

452,300_ �500i100 

461,900 �510,BOO 

471,500 �521,500 

19 剴Cs津�����鉄3"ﾃ����SC�ﾃ3���

20 冤486,300 

21 �-492,800-- �548,300_ � 

22 �497,GPO. �553,800 � 

23 價502,300 �559,100 � 

24 �506,800 �571,700 � 

25 � 鉄��ﾃ3��� 偵S��ﾃ#��� 

26 27 � 鉄�Rﾃ���� 鉄������� 

597,100 ��

28 � �� 田�"ﾃ3��� 

∴29 � ��lJ607,100 � 



附

　

則

(
施
行
期
日
等
)

-
こ
の
条
例
は
,
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
,
-
三
条
及
び
第
十
四
条
第
-
一
項
の
改
正
規
定
は
'
平
成

六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
.

2
　
こ
の
条
例
(
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
-
｡
附
則
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
よ
る
改
正
後

の
三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正
後
の
条
例
…
い
う
｡
)
の
規
定
は
､
平
成
五
年
四
月
盲

か
ら
適
用
す
る
｡

ノ

(
最
高
号
給
等
の
切
替
え
等
)

ノ
3
　
平
成
五
年
四
月
盲
(
以
下
｢
切
替
日
｣
と
い
う
.
)
の
前
日
に
お
い
て
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
又
i
i
-

最
高
の
号
給
を
撃
言
給
料
月
-
受
-
い
た
職
員
の
切
替
日
に
お
ノ
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受

け
る
期
間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
､
規
則
で
定
め
る
o

(
切
替
期
間
に
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
)

4
　
切
替
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
一
の
間
に
お
い
て
,
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
三
朝
町
職
員
の

■

給
与
に
関
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正
前
の
条
例
｣
と
い
う
｡
､
)
の
規
定
に
よ
り
､
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
又
は
そ
の
受
け
る
号
給
若
し
-
は
給
料
月
額
に
異
動
の
あ
っ
た
職

員
の
う
ち
,
町
長
の
定
め
る
職
員
の
,
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号



L

 

L

･

給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
､
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
切
替
目
前
の
異
動
者
の
号
給
等
の
調
整
)

5
　
切
替
目
前
に
職
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の
切
替
日
に
お
け

る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
'
そ
の
者
が
切
替
月
に
お
い
て
職
務

の
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
1
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
､
町
長
の
定

一
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
.

(
職
員
が
受
け
て
い
た
号
給
等
の
基
礎
)
.

6
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
職
員
が
属
し
て
い
た
職
務
め
級
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
又
は
給

料
月
額
は
,
改
正
前
の
条
例
及
び
こ
れ
に
基
づ
-
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
期
末
手
当
の
額
の
特
例
)

7
　
平
成
五
年
十
二
月
に
改
正
前
の
条
例
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
職
員
の
期
末
手
当
の
額
が
'
義

正
後
の
条
例
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
そ
切
者
が
同
月
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
末
手
当
の
額
を
撃
言

と
き
は
,
同
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
そ
の
者
の
期
末
手
当
の
額
は
､
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
そ
の
差

額
を
同
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
末
手
当
の
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
｡

8
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
平
成
六
年
三
月
に
支
線
さ
れ
る
べ
き
期
末
手
当
の
額
は
'
改
正
後

の
条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
同
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
そ
の
者
が
同
月
に
支
給
さ
れ
る
こ
と



と
な
る
期
末
手
当
の
額
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
加
算
額
に
楓
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
｡

(
給
与
の
内
払
)

9
　
改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
,
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与

は
,
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
｡

I

(
規
則
へ
の
委
任
)

1
 
0
　
附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
は
か
､
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
､
規
則
で
定
め

る
｡

･

叫

.

一

　

　

　

二


